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の処女作（Ph. D. 論文にあたる）『コーナーにある居場所』（A Place on the Corner : 




の古典としての評価が定まっている。本書は，William F. Whyte, Street Corner 
Society, 1943, Cayton, Horace, and Drake, St. Clair, Black Metropolis, 1945, 
Herbert Gans, The Urban Villagers, 1962, Elliot Liebow, Tally’s Corner, 1967, 
Gerald Suttles, The Social Order of the Slum, 1968, Hanners, Ulf, Soulside, 1969, 



















































第一次集団】（the extended primary group）の基本的な輪郭が浮き彫りにされる。集
合的行為，地位，そして社会階層の結果はことごとく流動的である。ここでの地位
は，羽振りが良くなったり落ち目になったりする男たちとの間の社会的相互作用の









































































































































































































































































































































































































い。身長は 6 フィート 2 インチ，体重は235ポンドほどあって，肌の色がとても黒
く，警察官の青い制服を着ているマイクはよく目立つ。ジェリーの店の内外で，彼
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ら車を盗んできて，ジェリーの店の前でそれを売っていたことがあった。一時間以
上もその道端に立って盗難車を売るために［通行人に］声をかけていたが，ようや
く買ってくれる人が見つかると，その1966年製のビュイック（Buick）を三十ドル
で売り払ってしまった。その夜，トムはフードラムの仲間たちと酒を飲んでその金
を使い果たしてしまった。トムに騙された“馬鹿なカモ”を餌にして笑い冗談を言
い合いながら。
　またある時は，ナッキーがジェリーの店の近くの道を歩きながら，大きめのテレ
ビセット一式を売ろうと苦戦していた。「このテレビを三十五ドルでどうだ？」と
叫んでいたが，やがて誰も買う気がないのを見て，十五ドルに値下げし，挙げ句の
果てには拡大第一次集団のメンバーが知らない人間に六ドルで売った。ナッキーか
ら少し離れてそれを見ていた何人かのメンバーたちの中で，ポープが小声で「きっ
と奴はあのテレビを，姉か，叔母か，誰かからかすめてきて売ったんだぜ。あるい
は店で知り合った女からか…。言いふらすなよ」と囁いた。他の男たちもそれに同
意するように，肩をすぼめたり，隣を小突いたり，クスクス笑った。このような取
引の光景を見ている男たちは，詐欺をする人には注意を怠ってはならないと肝に銘
じている。
　何を置いてもフードラムは，自分がタフだと思われたがっている。フードラムで
なくても，拡大第一次集団のメンバーたちは，誰もが“周りの者と同じようにタ
フ”だと思われたがっている。ケンカを売られた時には，状況によっては，レギュ
ラーやワインヘッドでさえもタフさを示そうとする。しかし，レギュラーやワイン
ヘッドなど，タフさを示すことにあまり重きを置いていない男たちにとっては，よ
ほど挑発されない限り，そうすることはないだろう。しかしフードラムたちは，特
に仲間内でいる時は，少し挑発されただけでもそれに反応する。その場にいる聴衆
や，ケンカを売ってくる“相手”にもよるが，フードラムたちはいつでもタフさを
示す機会をつかもうと準備している。
　フードラムは，拡大第一集団の中では，タフさ［を示すこと］については他のグ
ループに比べてある程度優位に立っている。タフさを示す時にはどんなメンバーで
も，フードラムに見られるようなリスクを負わなければならない。なぜなら，タフ
さはフードラムと呼ばれる男の象徴であるからである。タフであることは，フード
ラムらしい言動をするということであり，それはフードラムが自身を肯定できる数
少ない方法の一つである。レギュラーであればひとかどの人物であることを示すも
っと他の方法があるし，ワインヘッドの方は［どちらかと言えば］誰かと競おうと
いう気があまりないようである。
　フードラムがタフさを示す方法の一つとして，トラブルに対する彼ら特有の姿勢
がある。彼らはトラブルを探し求めており，それに真正面からぶつかっていこうと
する。レギュラーたちが“立派な”経験を話すのを好むのに対し，フードラムたち
は“トラブル”に巻き込まれた際，いかにタフさを発揮したのかを話したがる。例
えば，“郡”の拘置所で過ごした夜のことを，あたかも何のスティグマ（汚点）も
なかったかのように興奮しながら話すフードラムもいる。彼らはケンカに加わって
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こいつやあいつを「やっつけてやった」と気安く話す。そしてこのような話をする
ことで，自分の地位を示そうとするのである。
　フードラムたちの間には，そしてもっと一般的には拡大第一次集団の間には，タ
フさに基づいた地位のヒエラルヒーが存在している。このヒエラルヒーは，他のグ
ループでもそうだが，不安定で変わりやすく，個々の言動に基づいているものであ
る。このヒエラルヒーを気にし，そこに関わっていく人たちは，何度となく自分が
どこにランクされるかを見つけるために，“テスト”し，“挑戦”をしなくてはなら
ない。自分の力を試すためにケンカをして，その結果として，強い者に従うか，あ
るいは他者を自分に従わせるかのどちらかを要求される。この，皆が共有している
社会的な秩序感に背いて行動するメンバーには，誰であれ集団のサンクション（制
裁）が加えられる。こうした点はテリーの事例に詳しく描かれている。
